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研究成果の概要（和文）：教師という専門職を遂行するために、教員養成と現職教育を一連の専門性発達プロセスとし
て位置づけ、反省的実践家としての学び続ける教師の育成とその集団形成の条件の明確化を目指した．主な結果は、①
教師の感情と学びの関係性および感情的側面を促す学びの方法に関する知見を整理し、教師の感情を彼らの学びを促す
源泉あるいは契機として位置づけ得る４つの側面を明らかにした．②教師の経験学習を構成する要因をモデル化し、そ
れに基づき、学校外のコミュニティや学校の異動、自らの実践を対象化することが鍵になること等を明らかにした．③
教職大学院でのメンターとしての現職教員とストレートマスターとの関係の構築の重要性を指摘した．

研究成果の概要（英文）：　The present study examined the conditions to accomplish the teacher as the 
profession over the life.We recognized that we had to investigate teacher training and in-service 
training to be a series of special development process.
　As a result: 1. The finding concerning "Teacher's Emotion and relation of learning" and "Learning that 
urged an Emotional side" was arranged. Four kinds of teacher's Emotion is located as a source that urges 
own learning, and as an opportunity of learning. 2. We had modeled the factor to compose teacher's 
experience learning. In addition, the main five factors that the teacher oneself was able to keep 
learning in self-control from the life history of the teacher practitioners autonomous were clarified. 3. 
The effectiveness of the learning in the faculty and the graduate school is clarified through the 
analysis or the hearing survey etc. of the practice.

研究分野： 教育工学

キーワード： 教師教育　教師の質保証　学び続ける教師　教師の資質・能力　ポートフォリオ
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 求められる教師像と教師教育 
専門職の不確実性を積極的に捉えたショ

ーンが、それまでの技術的熟達者という専門
家像へのアンチテーゼとして、反省的実践家
という専門家像を提起したことにより、「学
習する人」「成長・発達していく人」として
の教師の視点が注目されるようになった。
INTASC によるスタンダードに“ The 
teacher engages in ongoing professional 
learning” が位置付き、また中央教育審議会
答申（2012）で「学び続ける教員像」が鍵と
して示されたように、教員養成や行政研修に
よる受動的な力量向上に留まらず、自律的に
学び続ける教師の養成が重要な課題である。 
とはいえ、学び続ける教員に求められる具

体的な能力とは何か。「学び続ける」という
場合、これまでは個々の「意欲」や「資質」
の問題と捉えられる傾向があった。しかし、
教育現場で学び続けるには、Teacher as 
Researcher として実践を対象化し概念化す
ることの意義、実践の文脈から解決すべき課
題を発見し、解決のサイクルを見出すための
アクション・リサーチ等の方法論の理解、同
僚や研究者とともに実践研究を進めるコミ
ュニケーション力等が不可欠であるように、 
「学び続ける教師」を規定する下位概念の整
理が喫緊の課題である。 
(2) 教職志望学生と現職教師の質保証 
教師の質保証は、教員養成と現職教育の

各々において独立して推進されてきている。
前者は、高等教育における質保証と連動し、
各大学においてディプロマ・ポリシー、アド
ミッションポリシー、カリキュラムポリシー、
教員スタンダード等が明確化され、大学 4 年
次後期で履修する教職実践演習でいかに卒
業生の質を保証するかが検討されている。一
方後者は、初任者研修や 10 年目研修、役職
や専門別の研修、教員免許更新講習、校内で
の教員評価や校内研修といった形で実施さ
れてきている。しかし、校種や校務分掌の違
いにより教師の成長過程や質の捉え方が異
なることもあり、特定の基準で質保証を議論
することはこれまでほとんどなかった。 
「学び続ける教師」としての質を保証する
ためには、教員養成から現職教育を一連の専
門性発達のプロセスとして捉える必要があ
る。教師の質保証制度の確立と信頼性を向上
するためには、養成と研修の当事者とは異な
る機関の位置付けが重要となり、自己の実 
践をエビデンスに基づいて省察し、知識やス
キルをアップデイトしていく教職志望学生、
現職教師の質を保証するための機関の位置
付けなど、質保証のための制度設計が求めら
れることになる。 
 
２．研究の目的 
教師という専門職を生涯にわたり遂行する
人材育成のためには、教員養成と現職教育を
一連の専門性発達プロセスとして位置づけ、

反省的実践家としての学び続ける教師の育
成とその集団形成の条件の明確化が喫緊か
つ重要な課題である。本研究ではこの課題に
応えるために、 
⑴ 自律的に「学び続ける教師」を規定する
能力の解明 
⑵ 自律的に「学び続ける教師」の能力を認
定するための質保証のための基礎研究 
を研究目的とする。 
具体的には、以下の 4 つの研究課題を遂行し
ようとするものである。 
 
３．研究の方法 
前述した目的を達成するために、次の 5つの
側面から研究を遂行した。 
ア）「 学び続ける教師」の核となる資質・能
力・信念の特性：医療や看護等の専門職の成
長に関する文献等の収集を図ると共に、オ）
と連携し、現職教員や大学勤務の実務家教員
に対して聞き取り調査を行い、教師が経験か
ら学ぶ「教師及び教師コミュニティの経験学
習モデル」を構築する。 
イ）「 学び続ける教師」の質保証という側面
から捉えた学校組織の特性：組織体の中での
教師の成長を捉えると共に、学校内での指
導・支援体制、校内研修等のあり方について、
聞き取り調査を行い、管理職やサブリーダの
役割について焦点化する。 
ウ） 教職ポートフォリオの標準化を目指し
た「学び続ける教師」に関連するキー概念の
構造化とカリキュラム化：「学びの記述」と
いう視点から、使用されている教職ポートフ
ォリオの比較検討を行うと共に、電子化から
再び紙媒体に移行した経緯を検討する。また、
教師の学びを促す教師の感情的側面につい
ても検討する。 
エ）「 学び続ける教師」の養成という側面か
ら捉えた大学における教員養成の課題と展
望：大学主導の教育実習へと変容しつつある
中、自律的に「学び続ける」という指導に焦
点をあて検討すると共に、教職大学院におけ
る学びについても検討を進める。 
オ） 任命権者の側面から捉えた教員養成の
課題：採用あるいは任命権者側の職の経験を
有する実務家教員の協力のもとに、自ら「学
び続けた教師」の核となったものやその意識
等の検討を試み、「教師の資質・能力」に関
する情報を整理する。 
本研究は、研究代表者及び研究分担者を中

心としながら、国立大学教育実践研究関連セ
ンター協議会に加盟する機関の連携協力に
より遂行される。 
 
４．研究成果 
 主な研究成果を、以下にまとめる。 
(1) 教師の経験からの学び(経験学習モデル
による面接調査から) 
 教職や管理職経験を豊富に有し、教育行政
職として教員研修の企画運営に携わった経
験のある校長を対象として、大学教員が面接



調査を行い、教師の経験学習を構成する要因
を検討し、「経験から学習する状態」になっ
ているかどうか（開く・閉じる）という軸で
教師の学習を捉えたモデルを構築した。それ
が、図 1である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 教師の経験学習に関する作業モデル 
 
このモデルをふまえて、3 名の現職教師を

対象にライフヒストリーの事例分析を行い、
教師の学びはコミュニティ内の立ち位置に
よって変動すること、教師の学習の状態を開
く上で、学校外のコミュニティや学校の異動、
自らの実践を対象化することが鍵になるこ
と等を解明した。具体的には、教師の学習を
「知識や技能を習得する」という捉え方では
なく、教師が「経験から学習する状態」にな
っているか否かに焦点を当てると、その流れ
は幾度となく「開く」と「閉じる」を行き来
しており、「閉じる→開く」や「開く→閉じ
る」といった単調な一方向のみの流れではな
いことが見いだせた。また、3 名の教師の「開
く」「閉じる」の自己評価は、教職経験の中
で何度も「開く」と「閉じる」を行き来して
いるが、たとえ「閉じた」場合であっても、
何らかの開く手がかりを手にして、学習へ開
かれた状態へと変動していることが分かる。 
そして、大学院における研究がこのような

学習への状態をさらに開く上で、重要な役割
を果たしていたことが見いだせた。3 名の教
師とも、大学院において自らの実践を理論的
および実証的な視点から対象化することに
よって、開く・閉じるに関する自己評価が最
も高くなっている。しかし、経験を実践者と
して対象化するだけではなく、Teacher as 
Researcher という自らの実践の観察者の視
点を経験することにより、第三者に説明可能
な水準で実践を意味づけることにつながる
と考えられる。 
このような意味で、大学院における実践研

究は、教師の学習を対象化し、開く方向へと
促進する役割を担っていると言えると指摘
した。 
(2) ライフヒストリーから見た教師の学び 
交流人事教員（実務家教員）として、大学

で活動した 6 人の「教師のライフヒストリ
ー」を採り上げ、その教員としての成長を支
えた「共通する知見」を見出した。 
大学着任以前の学びでは、特に初任校での

学びや挫折・無力を感じたときの学び（新た
な学びの必要性）が、それぞれ採り上げられ、

共通点として「よき出会い（同僚・管理職・
大学教員等）」があったことを指摘した。そ
の他、「フットワークの軽さ」も共通してあ
げられ、担任時代とは異なる視点や役割を持
つことになる中核的な主任経験、管理職経験
や行政経験も、教員としての学びの広がりに
つながっていることが明らかにした。 
これらの結果から、自律的に学び続ける教

師を支える多様な要因の中でも、①モデルと
なる人との出会い ②環境（研修、公開、雰
囲気、周囲の状況､人間関係）の影響 ③所
属意識と役割の自覚 ④情報や学びの機会
に関しての受信と発信 ⑤教員としての自
尊感情と向上心 の５つが共通点として見い
だされたことを指摘している。 
さらに、「教師力≒（意識＋感性）×思考

×行動×積み重ね」という関係式を提案して
いる。 
(3) 教師の学びと感情 
教師の感情と学びの関係性および感情的

側面を促す学びの方法に関する教師研究の
知見を整理した。その結果、教師の感情を彼
らの学びを促す源泉あるいは契機として位
置づけうることを確認した。先行研究から明
らかになった点は、以下の 4点に整理できる
ことを示した。 
①教師の感情は、彼らの実践、彼らを取り巻
く関係性のみならず、教育改革の進展にも影
響を及ぼす重要な要素のひとつとして位置
づけられている。 
②感情は、出来事に対する直接的な反応では
なく、「信念」「アイデンティティ」「目標」「実
践」といった個人の内面に関わる諸要因と
「生徒」「同僚」「管理職」「保護者」等、外
的な関係性（環境）の両面から影響を受けな
がら生起するものであると特徴づけられる。 
③教師としてのキャリアを重ねることで、ネ
ガティブな経験や感情が消失していくので
はなく、いずれのキャリアフェーズにおいて
も、それらと直面する可能性がある。つまり、
教師は常に、ネガティブなものを含む感情と
向き合い続けなければならない状況にある。 
④教師が自らの感情と向き合う方法として、
「ナラティブ」「個人誌を語る」といった方
法が注目されている。そして、そのための場
を確保することが求められている。 
(4) 教師の学びにおける実践研究の意義 
(1)において指摘した大学院における実践

研究の意義を教師が学ぶ方法として、「自分
軸」「他人軸」を相対化するという視点から、
明らかにした。 
これまでの大学院に入学してくる現職教

師の多くの視点は、図 2に示すように「自分
軸」のみの視点から問題の定義、研究の方法、
仮説の設定が行われる。そのため、自分軸以
外の観点からの事実の把握が困難であり、教
授行動および学習者の反応は自分自身の認
識枠のみから観察となる。 

大学院での研究を進める中で、多様な研究
な研究アプローチに出会い、その存在を理解 



 
 

図 2 自分軸のみの視点からの研究(レベル1) 
 

し、学習者や教師を多様性の視点からも分析
することができるようになると、図 3のよう
な他人軸を形成する萌芽的段階となる。 
 
 
 

 
図 3 他人軸形成の萌芽となる研究(レベル2) 
 

そして、自分自身の実践を相対化・対象化し、
自分軸を再構成することが可能となる段階
は、自分と学習者の間のかかわりを第三者的
に観察する立場から解釈することが可能と
なり、他者の立場から自分軸を評価すること
ができるようになる(図 4)。このレベルでは、
自分自身を別の観点から俯瞰することが可
能となる。 
 
 
 
 
 

 
図 4 自分軸の再構成が可能な研究(レベル 3) 
 
レベル 2までは、学校現場での授業研究等を
通して新たな視点を学び、発達することが可
能であるが、レベル3は学校のみでは難しい。
レベル 2から 3 への移行が、大学院において
現職教員が教育実践研究を遂行するとう経
験に大きな意味が見出される。すなわち、こ
こでも関わる『他者』の存在」が指摘した。 
(5) 教職大学院における授業と実践研究 
 宮崎大学教職大学院を対象に、FD 活動を中
心とした教職大学院での学びの詳細を明ら
かにした。教職大学院への聞き取り調査など
をもとに、「ストレートマスター／現職教員」
の学びと、「研究者教員／実務家教員」の役
割という、二つの枠組みから教職大学院の授
業と実践研究を検討した。 
課題の他に、展望として 3 点を指摘した。 

①「大学」と「学校」がともに、これまで枠
づけられた教師教育の中に閉じていたとす
れば、その二つが同居しているのが教職大学
院であり、また「大学」と「学校」がともに
存在するという、これまでにない仕組みを持
っている。それぞれの枠に横串を入れ「スト
レートマスター／現職教員」と「研究者教員
／実務家教員」の融合や相乗効果を明示的に
考えていくことが求められる。 
②「学校」とは切り離された「大学」という
場において、学校文化や教員文化を相対化す
ることで、新たな研修や教員の学びを創造す
る可能性がある。熟達者／新参者という関係
を超えてあらゆる世代・経験者が共に学び成
長する研修や、実践を相対化し新たな視点で

自分の実践を再構築する研修が想定できる。 
③理論と実践の融合や往還の可能性である。
実践のエビデンスや説明として理論を当て
はめるだけの現在の「理論と実践の融合・往
還」を、これからの教職大学院の教育では、
「学校現場での実践と対話する中で理論の
可変性」を見出し、修正・再構築することが
できるかが問われる。理論と実践の対話→理
論の再構築→新たな実践→理論の見直すと
いうサイクルこそが融合や往還の本質とな
る。 
これらのことから、図 5のような従来の教

師教育（養成・採用）の構造に教職大学院が
留まることなく、図 6のような「多様なバッ
クグラウンドを持つ人々」が混在する教育空
間としての可能性を模索しながら、それぞれ 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 5 従来の教師教育(養成・採用)の構造 

 
 
 
 
 
 
 

 
図 6 教職大学院の可能性 

 
の融合や相乗効果を明示的に考えていくこ
とが求められると指摘した。 
(6) 教職ポートフォリオの動向とその学び 
 教職ポートフォリオの動向を調査委する
と共に、それらをふまえた学生の自己評価
（総合評価と観点別評価）および相互コメン
ト機能を実装した教職eポートフォリオを開
発した。 
相互コメントは、目標設定、自己評価、相

互コメントというサイクルを繰り返すこと
により、ディプロマ・ポリシーおよび自己評
価観点に設定された「理論と実践を往還する
省察と改善の態度」が育成されることを期待
したものである。 
開発した教職 eポートフォリオ活用の効果

を明らかにするために、教育実習を終えた大
学生を対象にアンケート調査を行っている。
その結果、教育実習生は、教職 eポートフォ
リオを活用して自己評価することを通して、
教育実習を客観的に振り返ることができる
ことを感じ、自己課題を明確にできることが
明らかにした。また、教育実習生間の相互コ
メントを通して、教育実習を改めて振り返り、
相互コメントすることの意義を実感してい
ることがわかった。そして、この eポートフ



ォリオの効果については、自分の受けた教育
の振り返り、目指すべき教師像の明確化、自
らの資質・力量の現状理解等には効果がある
一方で、これからの教職課程における学びの
見通しを持つことに十分には寄与していな
かったという課題も明らかになった。 
(7) 教職に関する学生の学び 
 静岡大学教育学部における「教育と社会」
及び「教職実践演習」の実践事例を対象にし
て，その成果と課題を検討した。 
 とりわけ、「教職実践演習」に対する学生
の意識のアンケート調査からは、次のことが
言えた。①授業内容や授業方法では、担当教
員の役割等を含めた授業全般の実施方法に
ついての評価は高い一方で、事前説明の方法
や教職履修カルテのあり方といった準備、お
よび成績評価の方法や基準についての評価
が低い。②学校現場での体験的な学びに対す
る評価は高く、とりわけ「学校ボランティア」
の満足度が際立つ一方で、正規授業内で実施
した「訪問活動」への評価は低く、その実施
方法に少なからず不満が生じている。③所属
する専攻・専修の専門的な知識や技能をはじ
め、教員として身につけておくべき基礎的態
度やものの見方、子ども理解や授業実践の能
力は概ね身についていると評価する一方、学
級経営に関する知識や技能、および地域や保
護者への理解については相対的に不十分さ
を感じていること 等が明らかになった。 
今日の教員養成改革では、即戦力的かつ実

践的な指導力が重視されがちであるが、「学
び続ける力」とは、そうしたものとは異なる
汎用性のある根源的な力(力量)を忘れては
ならない。それは、本実践でも強く留意した
学生の学びの振り返りを通して培われるも
のと言える。この振り返りが学び続ける力の
基礎になるとすれば、教員養成段階でいかに
振り返りの経験を積むかということが問わ
れるであろうことを指摘した。 
(8) 校内研究が成功している学校等 
 継続的に研究者が協働的に学校に関わり、
校内研究が活性化していった過程を分析し、
特に、次の3点が重要であることを指摘した。
①新任の研究主任には準備段階では十分な
時間が必要である。事例では、これまでの教
職経験から新たな研修の在り方や全体像を
推測することが出来ずにいる状況から、新た
な研修スタイルが真に実現されていくに至
る過程を示した。②そこへの道しるべ的なも
のとして、毎回のステップアップすべき課題
を指摘し，それを見事に浸透させている研修
通信がキーであったことを示した。③この実
践の成功は，研究主任自身の成長でもあり，
その成長を支援・指導した校長の言葉かけや，
研究推進委員の協働連携にあり、とりわけ、
校長のリーダーシップやフォロワーとして
の若手の存在がキーであることを指摘した。 
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